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研究成果の概要（和文）：本研究では、発達した感覚・神経系を持ち、群れという機能的な社会システムを作るイカ類
の行動の個体差、すなわち個性に注目し、その背景となる遺伝子の探索を目指した。アオリイカを飼育して個体ごとの
社会行動を評価し、それらの個体の遺伝子型判定を行い、ホタルイカ、スルメイカとも比較した。マイクロサテライト
、ミトコンドリアDNAにおいて、地域差や個体差が認められ、行動データとの関連も見いだされた。本研究により個体
の行動に関与する遺伝子が存在する可能性が示された。今後は候補遺伝子を探索し、遺伝子型を選抜指標として、資源
管理や養殖技術開発への応用をはかる。

研究成果の概要（英文）：In this study, we surveyed genetic background of the individual difference in beha
vior namely "personality" within a social group of oval squids. Captive group-living squid were identified
 by marking and their behaviors were recorded. DNA was extracted from tissue samples. Microsatellite genot
yping and mitochondrial DNA sequencing were conducted to compare with behavior data. We found that specifi
c behavior traits such as boldness or activity were characteristic in regional groups. Based on the curren
t result we will survey candidate genes which can be the target of selection for resource management and t
echnical development for breeding.
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１．研究開始当初の背景 
イカ類、タコ類を含む頭足類は、発達した

感覚・神経系を持ち、認知、学習機能に優れ、
「海の霊長類」とも呼ばれている。イカ類は
大小規模の群れを作るが、それらは真社会性
昆虫に見られるような没個性的に機能分業
された血縁集団とは異なり、個体ごとに様々
な行動の違いが見られる個性集団と捉える
ことができる。実際に、飼育下のイカ類でも、
攻撃性や新奇追求性に関わると思われる行
動の個体差は顕著に見られ、行動評価も試み
られているが、これまで頭足類を含む無脊椎
動物では、このような行動変異について遺伝
子レベルでの解析は行われていない。頭足類
の神経活動には、脊椎動物と同様にドーパミ
ンやセロトニンが関与することが知られて
いる。そこで、イカ類をはじめとする頭足類
で、個性行動に関与する遺伝子を探索し、脊
椎動物と比較することを発想した。 
 
２．研究の目的 
本研究では、発達した感覚・神経系を持ち、

群れという機能的な社会システムを作るイ
カ類の行動の個体差、すなわち個性に注目し、
その背景となる遺伝子の探索を目指した。重
要な水産資源であるイカ類、タコ類の行動特
性の原因遺伝子を解明することができれば、
ストレス抵抗性個体の選抜により、現在困難
な養殖への道を開くことが期待できること
から、近年深刻化する海洋生物資源の減少と
将来における食料確保への不安に対しても
有効な可能性を提示できる。 
 
３．研究の方法 
沖縄島由来のアオリイカ 25 個体（雄 14 個

体、雌 11 個体、70−74 日齢）を飼育して個体
ごとの社会行動を評価し、それらの個体の遺
伝子型判定を行い、野外より得たホタルイカ、
スルメイカ、および対馬由来のアオリイカと
も比較した。 
行動評価：行動実験を行って、アオリイカ

個体の性格の客観的な評価法を検討した。具
体的には、初めて見る鏡や物体など新奇な物
に興味を示す程度、飼育者に水を吹きかける
といった攻撃性の程度、群れにおける順位や
ネットワークでの位置付け（ハブ個体、周辺
個体など）をもとに Shy, Bold 等の性格の評価
基準を作成した。 
遺伝子解析：行動データのある個体からそ

れぞれ DNA を抽出し、マイクロサテライト
マーカー５種類の型判定、および mtDNA の
COI 領域の塩基配列の決定を行った。 

 
４．研究成果 
マイクロサテライト解析の結果、１種類の

マーカーでアオリイカ集団内に多型が認め
られた。また、mtDNA の COI 領域の塩基配
列を解析した結果、沖縄島由来のアオリイカ
では、３種類のハプロタイプ、H1, H2, H3 が
確認され、対馬由来の個体では異なるタイプ、

H4 がみられた。 
沖縄島由来のアオリイカ飼育集団につい

ては、順位およびソーシャルネットワークに
おける中心度合いを分析した。マイクロサテ
ライトで他個体と異なるアリルが見られた
１個体は、体サイズが２番目に大きかった。
COI領域のハプロタイプH2を有する個体は、
体サイズが大きく、順位と中心度合いが高い
傾向が見られた。以上から、アオリイカでは、
社会関係を維持する上での行動の違いに遺
伝的背景が関わっている可能性が示唆され
た。 
本研究により個体の行動に関与する遺伝

子が存在する可能性が示された。今後は候補
遺伝子を探索し、遺伝子型を選抜指標として、
資源管理や養殖技術開発への応用をはかる。 
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